
令和４年度　通学路合同点検（７/２１実施）　結果

№ 学校名
通学路におけ
る危険箇所

通学路の状況・
危険の内容

市等へ要望 合同点検実施内容
【学校からの点検箇所の状況・要望内容】

今後の対応・対策

1 錦岡小
宮前町２丁目26
～30

登下校時間におけ
る交通規制（速度
制限）が必要

パトカー等によ
る登下校時の巡
回強化

・近くに保育園もあり、車通りも多く速度も
速いことからパトカーでの巡回の強化もして
ほしいが、当該箇所へ信号機及び横断歩道を
設置してほしい。

警察：交番へ巡回の強化を依頼する。信号機及び横断歩道については元々一時
　　　停止箇所に指定されており、交通量等も踏まえて設置は難しい。

道路建設課・維持課：横断箇所のカラー化、路面標示について検討する。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

2
青雲町２丁目
凌雲中南側の道
路

街灯が設置されて
いない

街灯を設置して
ほしい

・比較的交通量は少ない方ではあるが、冬場
になると薄暗く下校時に車が見にくい（街灯
が薄暗い）。

維持課：防犯灯、照明灯は設置されており、現段階より少しでも明るくできる
　　　　ように街灯の更新（電球の変更等）について検討する。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

3

双葉三条通から
凌雲中学校前を
経由して国道３
６号線へ抜ける
道

街灯が設置されて
いない
交通量が多く、ス
ピードを出してい
る車も多い

街灯を設置して
ほしい

・交通量が多く、冬場になると薄暗く下校時
に車が見にくい（街灯が薄暗い）。

維持課：防犯灯、照明灯は設置されており、現段階より少しでも明るくできる
　　　　ように街灯の更新（電球の変更等）について検討する。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

●合同点検関係機関：学校教育課・市民生活課・道路建設課・維持課・警察・該当校（教頭や担当教諭対応）・国や道（※国道、道道が点検箇所の場合）

凌雲中
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4 啓明中
金剛園～国道ま
での歩道

歩道と車道の区別
がないなど、歩道
の整備が必要であ
る
歩道が狭く､自転車
とすれ違えない

ガードパイプの
設置

・歩道が狭く、歩行者と車との距離が非常に
近くなってしまうため危険。（特に西側の歩
道）

道路建設課・維持課：ガードパイプの設置について歩道が狭く、設置すると
　　　　　　　　　　人同士がすれ違うことができなくなってしまうため
　　　　　　　　　　難しい。交通量も多いことから、歩道を拡幅すること
　　　　　　　　　　も難しく、拡幅した場合除雪についても課題が出てきて
　　　　　　　　　　しまう。車の速度抑制をできるような対策を検討する。

警察：３０キロの速度規制になっている箇所であるため、速度規制の標識の
　　　設置されている箇所について確認し増設について検討する。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

学校：通学路の変更について、検討する。

5 泉野小
川沿町４丁目５
－１の歩道

ガードパイプが設
置されていない

ガードパイプを
設置してほしい

・登下校時に当該歩道の西側から横断歩道ま
での区間が混雑し、児童が歩道から車道には
み出してしまう。

・ガードパイプを設置することによって若干
歩道が狭くなってしまうことは問題ない。

道路建設課・維持課：ガードパイプを設置することにより、除雪の際に重機が
　　　　　　　　　　入れなくなってしまい設置は難しいため、ガードパイプ
　　　　　　　　　　ではなく、横断防止柵の設置を検討する。街路灯電柱の
　　　　　　　　　　移設についても検討する。

警察：当該箇所に設置されている規制看板の劣化が激しいため、更新について
　　　検討する。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

6
日新町３丁目
道道交差点

右左折車が多く、
横断時の危険性が
高い

交通指導員を配
置してほしい

・登校時は交通指導員が配置されているが、
交通量が多い箇所であることから下校時につ
いても配置してほしい。

・当該交差点の道道の道路を挟んで南側に
ガードパイプが設置されていないため設置し
てほしい。

市民生活課：学年によって下校時間が異なることや、ボランティアで交通指導
　　　　　　を行ってもらっていることから、下校時に新たな配置は難しい。

学校教育課：ガードパイプの設置については、道道の管轄箇所であるため、
　　　　　　依頼する。今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、
　　　　　　対応してもらう。
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7
日新町３丁目お
おぞら公園交差
点

横断箇所に信号機
が設置されていな
い

信号機を設置し
てほしい

・パトカーでの取り締まりは定期的に行って
くれているが、朝の登校時に交通量が多く、
横断箇所へ信号機を設置してほしい。

警察：交通量が信号機の設置基準に満たしていないことなどから信号機の設置
　　　は難しい。

市民生活課：歩行者注意看板の設置を検討する。

道路建設課：路面標示（減速マーク等）の整備について検討する。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

8
日新町２丁目６
と７の間

道幅が狭い
ガードパイプを
設置してほしい

・冬季に除雪の雪によって歩道が歩けなく
なってしまう。

・通学路の変更については、基本的に人目に
つきやすい道を通るよう指導しているため難
しい。

道路建設課：歩道の拡幅についてはバスが通る道路であり、車道が狭くなって
　　　　　　しまうため難しい。

維持課：除雪について、歩道が埋まってしまうことがないよう現在以上に注意
　　　　を払って行う。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

9

日新町５丁目
２、１１の歩道
※　通学路では
ない

歩道が狭い
ガードパイプを
設置してほしい

・交通量が多いが、歩道が狭く車と歩行者と
の距離が近い。校区内で一番危険な箇所だと
認識している。

学校教育課：通学路ではないことから本事業以外で対策を検討する。今後も
　　　　　　学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応してもらう。

10 明倫中

苫小牧市日新町
５丁目１６番地
付近から桜坂町
１丁目に向かう
信号のないT字
路交差点

横断箇所に信号機
が設置されていな
い

信号機を設置し
てほしい

・登下校時に生徒が横断歩道がない交差点の
西側を横断してしまうため、当該箇所へ信号
機及び横断歩道を設置してほしい。

警察：現在、当該箇所の東側に設置されている横断歩道を移設もしくは現在の
　　　箇所をなくして押しボタン式ではなく、定周期の信号機を設置を検討
　　　することは可能。しかし、移設等を行うと小学校の児童が登下校する際
　　　に遠回りになってしまうことが懸念される。

学校教育課：今後も学校で児童に対しての注意喚起や指導を継続し、対応して
　　　　　　もらう。

日新小
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